
要望へのMLFとしての対応について

•要望1︓課題申請⼿続きのスケジュールと公平性
•要望2︓安全教育の効率化
•要望3︓MLF外からのソフトウェアアクセスの充実
•要望4︓移動⼿段
•要望5︓オンライン会議スペース
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これまでの回答についてはMLF利⽤懇のホームページに掲載

mlf 利用懇要望



課題申請⼿続のスケジュールと公正性

① Review by
Referees

Call for Proposals

③ NSPRC, PEC/
MSPRC

➁ Subcommittee,  
Expert Panel

MLF Advisory Board,  
Selection Committee

Notice of 
Investigation Result

proposal referees

Review
Review
Review

■ Member of sub-committee 
and expert panel

・Selecting referees
・Reviewing proposals

・Categorizing each proposal 
・Prioritizing the proposals
・Allocating beamtime

分科会

施設利用委員会・
選定委員会

課題審査部会・
利用研究課題審査委員会

中性子は3名、ミュオンは4名

中性子の場合審査の流れ一般利用課題（短期）



分科会での審査のポイント

• 延1000人以上のレフェリーによる審査結果について、分科会では原
則全ての課題についてレビューを実施
• 分科会主査をはじめとする委員の方々、レフェリーの方々のご尽力により運
営

• 極端に評点が離れた課題を重点的にチェック。場合によっては、分
科会として評点を付け直す
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（３）Number of proposals by review field (Sub-committee)

Review 
field 

Number 
of 

proposals 
2021B Increase/ 

decrease 

P1 31 22 +9
P2 38 60 -22
P3 51 45 +6
P4 31 42 -11
P5 51 63 -12
P6 35 34 +1
P7 16 19 -3
P8 39 42 -3
P9 6 9 -3
Q1 22 37 -15
Q2 28 36 -8

Proprietary 
Use 5 2 +3

Total 353 411 -58

（４）Number of proposals by applicant’s affiliation

Applicant's Affiliation 
Number of proposals 

Breakdown 

Neutron Muon 

2022
A 

2021
B 

Increase/ 
decrease 2022A 2021

B 
Increase/ 
decrease 2022A 2021

B 
Increase/ 
decrease 

Universities in Japan 124 158 -34 101 126 -25 23 32 -9

Companies in Japan 24 30 -6 23 26 -3 1 4 -3
Research Institutes in 
Japan 14 19 -5 12 16 -4 2 3 -1

Foreign Countries ※ 136 143 -7 131 129 +2 5 14 -9

JAEA 25 24 +1 18 17 +1 7 7 ±0 

KEK 18 18 ±0 8 8 ±0 10 10 ±0 

CROSS 12 19 -7 10 16 -6 2 3 -1

Total 353 411 -58 303 338 -35 50 73 -23

※Including Universities, Companies, Research Institutes
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P1 構造科学（結晶・非晶質・液体）分科会
P2 エネルギー科学・高圧科学分科会
P3 ソフトマター・バイオマター分科会
P4 磁性体・強相関電子系（構造）分科会
P5 磁性体・強相関電子系（ダイナミクス）分科会
P6 基礎物理・原子核物理・装置開発・イメージング分科会
P7 産業利用分科会（※1）
P8 材料工学分科会
P9 新利用者支援分科会（※2）
Q1 電子物性・水素関連物性分科会
Q2 一般応用分科会

2022A



安全教育の効率化
•効率化を検討します

•放射線安全を除き、オンラインで受講可能
•重複はなるべく避けたいが、安全確保のために必要と思われる
ことは含めざるを得ない



MLF外からのソフトウェアアクセスの充
実
• MLF遠隔実験ガイドラインを2021年に作成しています

• MLF内での周知や運⽤体制が不⼗分かもしれませんので、対応しま
す

• HP上のVPN申請の記述については、情報セクションと相談します
• VPN接続の際に、VPNクライアントソフトにより、セキュリティチェックが
⾏われます（VPN申請のための来訪は不要です）

• 3/15 ポスター発表「ハイブリッドクラウド環境を活⽤した MLF内
外に向けたサービス、広報環境の構築と運⽤」 CROSS岡崎 他



装置制御 PC

★機器安全ガイドライン【3, p.16】

試料交換機器
温度制御機器 etc.

試料環境機器

データ集積 PC

データストレージ

デスクトップ共有ソフトウェア

ユーザー

実験責任者
実験担当者

装置スタッフ

装置責任者
装置担当者

SSL-VPN

★J-PARCセンター管理外
計算機システム利⽤申請
【2, p9】

★ SSL-VPNアクセス申請【2,p.5】

★情報セキュリティガイドライン【2, p.5】

MLF

MLF遠隔実験のガイドライン【まとめ図】

ポータルサーバーPC

スタッフのみ

データ受渡し

クラウド
記録媒体

MLFシフトリーダー
MLFサブシフトリーダー

緊急時連絡

連絡

★輸出管理【4, p.22】(海
外ユーザー)

★試料輸送ガイド
ライン【4, p.20】
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移動⼿段
• KEK業務連絡バス

• 全てのJ-PARCユーザーは利⽤可
• 地図・交通案内TOP
• http://is.j-parc.jp/uo/data/life/access/kek_bustimetable.pdf

• meet@mlf
• https://mlfinfo.jp/ja/mlfbus.html

•カーシェアリング
• 4⽉から運⽤開始予定。HP上で情報周知します

http://is.j-parc.jp/uo/data/life/access/kek_bustimetable.pdf


オンライン会議スペースの確保
•フォンブースの設置を検討します

• J-PARC研究棟、MLFユーザー控室、東海1号館
• MLFスタッフにとっても必要

• MLF実験室内のWiFiの確認をします



ドミトリーの予約状況
•シンポジウムなど事前予測できる混雑は事前にアナウンスする
ようにします


